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農
業
・
農
村
研
究
と
原
発
事
故 

 

生
ま
れ
は
東
京
で
あ
る
が
、
日
本
の
農
村
風
景
や

農
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
生
業
と
し
て
の
「
農

業
」
と
農
的
生
活
を
農
村
に
お
い
て
純
粋
に
区
別
す

る
こ
と
は
可
能
な
の
か
、
生
産
と
消
費
を
完
全
に
分

離
す
る
（
市
場
化
）
こ
と
は
現
実
的
な
の
か
、
ア
ジ

ア
の
農
村
研
究
も
含
め
関
心
を
持
っ
て
き
た
。
福
島

で
は
飯
館
村
や
葛
尾
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
米
粉
ケ

ー
キ
を
扱
う
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設
立
な
ど
実
践

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
一
一
年
三
月

一
一
日
以
降
、
調
査
地
域
は
避
難
地
域
と
な
っ
た
。 

 

 
体
系
性
の
な
い
放
射
能
汚
染
対
策 

 

原
発
事
故
後
、
避
難
地
域
と
指
示
系
統
、
放
射
線

測
定
と
公
開
、
作
付
制
限
と
放
射
能
測
定
、
福
島
応

援
と
「
風
評
」
問
題
な
ど
、
様
々
な
混
乱
が
生
じ
、

現
在
も
継
続
し
て
い
る
。
最
大
の
問
題
は
現
状
分
析

に
基
づ
い
た
対
策
を
体
系
的
に
施
す
政
策
科
学
の

基
本
が
欠
如
し
点
で
あ
ろ
う
。 

例
え
ば
、
除
染
や
避
難
地
域
の
解
除
は
空
間
線
量

率
（
時
間
当
た
り
マ
イ
ク
シ
ー
ベ
ル
ト
）
で
判
断
し

て
い
る
が
、
本
来
除
染
計
画
は
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
ベ
ク
レ
ル
に
よ
り
汚
染
実
態
を
把
握
事
業
効
果

も
そ
の
逓
減
率
で
測
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
空
間

線
量
率
は
周
辺
環
境
の
影
響
を
受
け
る
の
で
そ
の

土
地
の
除
染
効
果
を
正
確
に
測
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
食
品
の
検
査
に
は
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
ベ
ク

レ
ル
数
を
使
用
し
て
い
る
が
、
移
行
係
数
や
吸
収
抑

制
対
策
効
果
を
検
証
す
る
た
め
に
は
農
地
も
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
た
り
ベ
ク
レ
ル
で
測
定
し
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
左
下
の
マ
ッ
プ
は

福
島
県
県
北
地
域
で
実
測
し
た
放
射
性
物
質
含
有

量
マ
ッ
プ
で
あ
る
。 

 
損
害
賠
償
も
同
様
で
あ
り
被
害
実
態
を
測
定
せ

ず
に
一
律
の
補
償
を
継
続
す
る
こ
と
に
は
限
界
が

来
て
い
る
。 

 

東日本大震災・原発事故後の福島の農村・農地。特定避難勧奨地点となった伊達市霊山小国地区（2013 年夏撮影）。黄緑色は一部の水稲作付水
田（試験栽培）。多数の作付制限水田。真ん中の黒い水田は放射性物質の仮置き場。放射性セシウムの挙動には山林や農業用ため池の観測も必要。 

日
本
学
術
会
議
の
提
言 

 

日
本
学
術
会
議「
原
子
力
災
害
に
伴
う
食
と
農
の『
風

評
』
問
題
対
策
と
し
て
の
検
査
態
勢
の
体
系
化
に
関
す

る
緊
急
提
言
」
二
〇
一
三
年
で
は
、「
風
評
」
問
題
へ
の

対
策
と
し
て
、
農
地
一
枚
ご
と
の
放
射
性
物
質
や
土
壌

成
分
な
ど
の
計
測
と
検
査
体
制
の
体
系
化
を
提
言
し
て

い
る
。
風
評
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
消
費
者
が

安
全
を
確
認
で
き
る
体
制
と
安
心
の
根
拠
を
担
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

現
在
の
風
評
被
害
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
現
行
の

出
口
対
策
（
全
量
全
袋
検
査
な
ど
）
に
の
み
頼
る
の
で

は
な
く
、
生
産
段
階
（
入
口
）
に
お
け
る
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
放
射
性
物
質
の
分
布
の
詳
細
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
さ
ら
に
土
壌
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
農
産
物
へ
の

移
行
に
関
す
る
研
究
成
果
を
普
及
し
、
有
効
な
吸
収
抑

制
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

  

う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

福
島
大
学
で
は
、震
災
後
支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、

農
地
の
測
定
と
マ
ッ
プ
化
、
試
験
栽
培
の
継
続
と
効
果

的
な
吸
収
抑
制
対
策
の
検
証
、
そ
れ
に
基
づ
く
検
査
体

制
の
体
系
化
を
推
進
し
て
き
た
。「
風
評
」
や
帰
村
・
営

農
再
開
の
た
め
に
は
ま
ず
、基
礎
研
究
が
必
要
で
あ
る
。 


